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［研究報告要旨］ 

災 害 が 頻 発 す る 現 在 、 各 地 で 進 む 少 子 高 齢 化 に 伴 う 互 助 の 仕 組 み の 弱 体

化 を 解 決 す る た め に 、 地 域 包 括 ケ ア や 公 民 館 活 動 な ど の 社 会 資 源 と 、 公 園

や 空 地 な ど の 空 間 資 源 の 効 果 的 な 連 携 運 営 を 図 る 仕 組 み づ く り の 必 要 性 が

指 摘 さ れ て い る 。 ま た そ れ 等 の 資 源 を 被 災 者 が 活 用 し 、 生 命 保 持 と 同 時 に

精 神 的 保 護 を 可 能 に す る た め に は 、 私 的 領 域 か ら 公 的 領 域 へ の 段 階 的 な 移

行 を 可 能 に す る 個 人 的 な 地 縁 や 関 係 性 が 補 完 的 に 働 く 事 、 従 前 の 居 住 地 域

の 近 接 性 と 社 会 組 織 の 持 続 が 重 要 で あ る 事 が 指 摘 さ れ て い る 。 そ こ で 本 研

究 で は 、 空 間 資 源 、 社 会 資 源 、 そ し て 私 的 関 係 資 源 の 関 係 性 の パ タ ン 化

で 、 生 活 行 為 を 意 識 し た 防 災 に 有 効 な 地 域 計 画 を 示 す こ と を 試 み た 。  

 研 究 対 象 と し て 、 都 市 部 の 町 内 会 が 残 る 地 域 ２ ヶ 所 で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の

制 度 的 ・ 人 間 的 ・ 空 間 的 仕 組 み の 研 究 と 、 私 的 空 間 と 公 的 空 間 の 接 点 の 研

究 、 そ し て 郊 外 大 規 模 集 合 住 宅 の 高 齢 者 コ ミ ュ ニ テ ィ の 研 究 を 行 っ た 。 そ

の 結 果 、 地 縁 型 コ ミ ュ ニ テ ィ を シ ル バ ー 人 材 や 地 域 活 動 を 促 す N P O 等 も 含

め た 形 で 捉 え 、 そ の 活 動 領 域 や 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 柔 軟 に 捉 え る こ と が 、

住 民 生 活 の 実 態 に 即 し た 持 続 的 コ ミ ュ ニ テ ィ を 可 能 に す る こ と 、 地 域 で 日

常 的 に 活 用 さ れ て い る 余 剰 空 間 や 境 界 領 域 で 行 わ れ る 任 意 の 住 民 同 士 の 交

流 が 、 行 政 組 織 の 枠 組 み で は 対 応 で き な い 問 題 を 顕 在 化 さ せ 、 解 決 す る 道

を 生 み 出 す こ と を 把 握 し た 。 ク リ ス ト フ ァ ー ・ ア レ グ ザ ン ダ ー の パ タ ン ラ

ン ゲ ー ジ の 区 分 と 、 歩 行 者 の イ メ ー ジ を 整 理 し た ケ ヴ ィ ン ・ リ ン チ の ５ つ

の 要 素 を 参 照 し 、 調 査 結 果 を 分 類 し た と こ ろ 、 現 代 の 都 市 や 郊 外 の コ ミ ュ

ニ テ ィ 形 成 に は 、 そ れ 等 の 空 間 構 造 分 析 か ら は み 出 す 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク と

空 間 、 社 会 制 度 の 融 合 し た 要 素 が 重 要 で あ り 、 そ れ が 人 々 の 集 い や 交 流 の

場 と な る こ と を 見 出 し た 。 そ の 交 流 の 場 の グ ラ デ ー シ ョ ン が 市 街 地 内 に 散

在 さ れ て 、 複 層 的 な 人 の 出 会 い の 場 と 助 け 合 い の 工 夫 が 形 成 さ れ 、 新 た な

コ ミ ュ ニ テ ィ が 再 生 で き る こ と が 、 今 後 の 災 害 へ の 備 え に な る こ と を 明 ら

か に し た 。
 


